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(57)【要約】
【課題】衣料に抗菌性を付与し、保存安定性に優れた衣料用液体洗浄剤組成物を提供する
。
【解決手段】（Ａ）成分である特定のアニオン界面活性剤、（Ｂ）成分である特定の構造
の第４級アンモニウム塩、（Ｃ）成分である多価カルボン酸又はその塩、（Ｄ）成分であ
る特定の平均付加モル数のエチレンオキシドを有する非イオン界面活性剤及び水を含有し
、〔（Ｄ）成分の含有量〕／〔（Ａ）成分の含有量＋（Ｂ）成分の含有量〕（質量比）が
０．１以上０．４以下である、衣料用液体洗浄剤組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記（Ａ）成分を１０質量％以上１６質量％以下、（Ｂ）成分を１質量％以上３質量％
以下、（Ｃ）成分を２質量％以上８質量％以下、（Ｄ）成分及び水を含有し、
　〔（Ｄ）成分の含有量〕／〔（Ａ）成分の含有量＋（Ｂ）成分の含有量〕の質量比が０
．１以上０．４以下である、
衣料用液体洗浄剤組成物。
（Ａ）成分：下記一般式（１）で表される陰イオン界面活性剤
　　　　　ＲＯ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｍＳＯ３

－・Ｍ＋　　　　　（１）
〔式中、Ｒは炭素数１０以上１６以下の炭化水素基であり、ｍは平均付加モル数を示し、
１以上４以下の数であり、Ｍ＋は陽イオンである。〕
（Ｂ）成分：下記一般式（２）で表される第４級アンモニウム化合物
【化１】

〔式中、Ｒ１は、炭素数１２以上１６以下の脂肪族炭化水素基であり、Ｒ２、Ｒ３及びＲ
４は、それぞれ独立に、メチル基、エチル基及びヒドロキシエチル基から選ばれる基であ
り、Ｘ－は陰イオンである。〕
（Ｃ）成分：炭素数４以上６以下であり２価以上４価以下の多価カルボン酸又はその塩
（Ｄ）成分：下記一般式（３）で表される非イオン界面活性剤
　　　　　Ｒ５Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎＨ　　　　　（３）
〔式中、Ｒ５は炭素数１２以上１６以下の炭化水素基であり、ｎは平均付加モル数を示し
、１０以上４０以下の数である。〕
【請求項２】
　（Ａ）成分の含有量と（Ｂ）成分の含有量との質量比である〔（Ｂ）成分の含有量〕／
〔（Ａ）成分の含有量〕が０．０５以上０．３以下である、請求項１に記載の衣料用液体
洗浄剤組成物。
【請求項３】
　（Ｂ）成分として、下記の（ｂ１）成分と（ｂ２）成分とを含有する、請求項１又は２
に記載の衣料用液体洗浄剤組成物。
（ｂ１）成分：一般式（２）中のＲ１が炭素数１２の脂肪族炭化水素基である第４級アン
モニウム化合物。
（ｂ２）成分：一般式（２）中のＲ１が炭素数１４の脂肪族炭化水素基である第４級アン
モニウム化合物及び一般式（２）中のＲ１が炭素数１６の脂肪族炭化水素基である第４級
アンモニウム化合物から選ばれる１種以上の化合物。
【請求項４】
　２０℃におけるｐＨが２以上７以下である、請求項１～３のいずれか１項に記載の衣料
用液体洗浄剤組成物。
【請求項５】
　水酸基を一つ以上有する有機溶媒の含有量が０質量％以上１０質量％未満である、請求
項１～４のいずれか１項に記載の衣料用液体洗浄剤組成物。
【請求項６】
　請求項１～５の何れかに記載の衣料用液体洗浄剤組成物の、におい物質を産生する原因
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菌に対する抗菌性を衣料に付与するための使用。
【請求項７】
　請求項１～５の何れかに記載の衣料用液体洗浄剤組成物の、衣料に防臭効果を付与する
ための使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、衣料用液体洗浄剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　生活者の衛生意識の高まりに伴い、衣料のにおいや菌に対する関心も高まってきている
。衣料には皮膚常在菌や環境中に存在する様々な菌が付着し繁殖していることが知られて
いる。洗濯後の乾燥過程の生乾きの衣料や発汗時に着用している衣料は水分が多く含まれ
る為、菌に増殖に伴い代謝物の排出量が多くなり、臭いがより発生しやすくなっていると
考えられている。
【０００３】
　衣料に付着している菌の増殖を抑制する手段としては、例えば、特許文献１のように、
主たる洗浄成分である非イオン界面活性剤と、生乾きに対する消臭効果を示す主たる剤で
ある炭素数６～２２の炭化水素基を一つ有する第４級アンモニウム塩とを含有する液体洗
浄剤組成物が開示されている。また、特許文献２には、有機カルボン酸を対イオンとする
第４級アンモニウム塩を含有する低刺激性繊維用抗菌加工処理剤が開示されている。
【０００４】
　一方、汚れが付着した衣料を洗浄する場合に、衣料用洗浄剤組成物中に含まれる界面活
性剤によって汚れが衣料から脱離した後に、汚れが再び衣料に再付着するという再汚染の
課題により、洗浄性が出にくい課題がある。界面活性剤の中でノニオン界面活性剤よりも
アニオン界面活性剤の方が、再汚染の課題が少ないことが知られている。
　しかしながら、第４級アンモニウム塩などのカチオン界面活性剤による殺菌作用は、ア
ニオン界面活性剤を主成分とする組成物中で低下することが知られている。特許文献３に
は、カチオン系殺菌剤、該殺菌剤の０．５倍モル以上の金属キレート剤、並びに非イオン
性界面活性剤及び／又は両性界面活性剤を含有し、アニオン界面活性剤を含有する組成物
中でも殺菌効果が低下しない殺菌消毒洗浄剤組成物が開示されている。特許文献４には、
アルキルポリエトキシサルフェート等の陰イオン界面活性剤、第４級アンモニウム界面活
性剤を含有し、前記陰イオン界面活性剤及び第４級アンモニウム塩界面活性剤が液晶粒子
を形成する、構造化ヘビーデューティ液体洗濯洗剤組成物が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－２４６５８５号公報
【特許文献２】特開平１１－４３４０５号公報
【特許文献３】特開平７－５３９９５号公報
【特許文献４】特表平１１－５１２７６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　着用後の皮脂汚れなどの汚れが付着した衣料を洗濯しても、衣料に付着した汚れや菌が
完全に落ちない課題がある。
　衣料上に残留した菌は、衣料に残留した皮脂などの汚れを代謝し、臭う代謝物を排出し
、臭いを発生させることで、１日着用後の衣料から臭いが発生する課題が尚存在する。衣
料に存在する菌の増殖を抑制する為に、第４級アンモニウム塩を使用しても未だ改良の余
地はある。
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　また、本発明者らは、アニオン界面活性剤を含有する衣料用液体洗浄剤組成物にカチオ
ン界面活性剤と特定のキレート剤を使用すると、保存安定性が低下する、特に高温での保
存により組成物の分離や曇りが生じるという課題を見出した。
　使い勝手の点から、形態が液体である衣料用液体洗浄剤組成物の割合が、洗浄剤の市場
の中で増加してきている。そのため、液体組成物において、前記の課題を解決することが
望まれる。
【０００７】
　本発明は、衣料に抗菌性を付与し、保存安定性に優れた衣料用液体洗浄剤組成物を提供
する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、下記（Ａ）成分を１０質量％以上１６質量％以下、（Ｂ）成分を１質量％以
上３質量％以下、（Ｃ）成分を２質量％以上８質量％以下、（Ｄ）成分及び水を含有し、
　〔（Ｄ）成分の含有量〕／〔（Ａ）成分の含有量＋（Ｂ）成分の含有量〕の質量比が０
．１以上０．４以下である、
衣料用液体洗浄剤組成物に関する。
（Ａ）成分：下記一般式（１）で表される陰イオン界面活性剤
　　　　　ＲＯ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｍＳＯ３

－・Ｍ＋　　　　　（１）
〔式中、Ｒは炭素数１０以上１６以下の炭化水素基であり、ｍは平均付加モル数を示し、
１以上４以下の数であり、Ｍ＋は陽イオンである。〕
（Ｂ）成分：下記一般式（２）で表される第４級アンモニウム化合物
【０００９】
【化１】

【００１０】
〔式中、Ｒ１は、炭素数１２以上１６以下の脂肪族炭化水素基であり、Ｒ２、Ｒ３及びＲ
４は、それぞれ独立に、メチル基、エチル基及びヒドロキシエチル基から選ばれる基であ
り、Ｘ－は陰イオンである。〕
（Ｃ）成分：炭素数４以上６以下であり２価以上４価以下の多価カルボン酸又はその塩
（Ｄ）成分：下記一般式（３）で表される非イオン界面活性剤
　　　　　Ｒ５Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎＨ　　　　　（３）
〔式中、Ｒ５は炭素数１２以上１６以下の炭化水素基であり、ｎは平均付加モル数を示し
、１０以上４０以下の数である。〕
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、衣料に抗菌性を付与し、保存安定性に優れた衣料用液体洗浄剤組成物
が提供される。
　本発明によれば、衣料の洗浄と抗菌性の付与という二つの機能により、汚れが付着した
衣料を洗濯し、乾燥中に発生する生乾き臭いだけでなく、乾燥後の衣料を着用している間
に発生する臭いを効果的に抑制することができる衣料用液体洗浄剤組成物が提供される。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、（Ａ）成分の陰イオン界面活性剤と（Ｂ）成分の
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第４級アンモニウム化合物の共存が可能であるため、洗浄性能と抗菌性能を両立できる。
また、（Ｂ）成分のような第４級アンモニウム化合物を、十分な抗菌効果を発現する濃度
で安定に配合するには、保存安定性の向上技術が必要となる。本発明では、（Ｄ）成分の
、エチレンオキシド基の平均付加モル数が多い非イオン界面活性剤を配合することで、保
存安定性の向上を達成できることを見出した。
【００１３】
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は（Ａ）成分であるアニオン界面活性剤、（Ｂ）成分
であるカチオン界面活性剤、（Ｃ）成分である多価カルボン酸、（Ｄ）成分であるエチレ
ンオキシドが特定の平均付加モル数を有するノニオン界面活性剤及び水を含む組成物であ
る。一般に、水中で（Ａ）成分と（Ｂ）成分が共存すると複合体を形成し洗浄性、抗菌性
が共に失われてしまう。しかしながら、本発明のような、（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の共存
下では（Ｂ）成分は（Ａ）成分よりも（Ｃ）成分と複合体を形成しやすいことから、（Ａ
）成分と（Ｂ）成分の複合体の形成が抑制され、（Ａ）成分による洗浄作用、及び（Ｂ）
成分による衣料への抗菌効果を付与する作用が維持できると考えられる。これは、後述の
実施例で示したように、（Ｃ）成分の配合量が多い方が、抗菌性能が高まることからも支
持される。
　また、本発明者は、（Ｄ）成分を配合することにより、保存安定性、特に高温での保存
安定性が向上することを見出した。これは（Ａ）成分と（Ｂ）成分との複合体が形成され
ても、（Ａ）成分および（Ｄ）成分の混合ミセルに取り込まれることにより、可溶化され
るためではないかと推察している。
【００１４】
〔（Ａ）成分〕
　（Ａ）成分は下記一般式（１）で表される陰イオン界面活性剤である。（Ａ）成分は衣
料に付着した汚れや種々の菌を洗浄する作用を有する。
　　　　　ＲＯ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｍＳＯ３

－・Ｍ＋　　　　　（１）
〔式中、Ｒは炭素数１０以上１６以下の炭化水素基であり、ｍは平均付加モル数を示し、
１以上４以下の数であり、Ｍ＋は陽イオンである。〕
【００１５】
　一般式（１）において、Ｒは炭素数１０以上１６以下の炭化水素基であり、衣料の洗浄
性を更に高める点から、炭素数１２以上１４以下の炭化水素基を含むことが好ましい。（
Ａ）成分が有する全Ｒ中の炭素数１２以上１４以下の炭化水素基の割合は、衣料の洗浄性
と保存安定性を維持できる点から、６０質量％以上が好ましく、７０質量％以上がより好
ましく、そして、１００質量％以下が好ましい。この割合は、１００質量％であってもよ
い。すなわち、（Ａ）成分中、Ｒが炭素数１２以上１４以下の炭化水素基である陰イオン
界面活性剤の割合は、衣料の洗浄性と保存安定性を維持できる点から、６０質量％以上が
好ましく、７０質量％以上がより好ましく、そして、１００質量％以下が好ましい。この
割合は、１００質量％であってもよい。
【００１６】
　Ｒの炭化水素基としては、アルキル基、アルケニル基が挙げられ、アルキル基が好まし
くは、１級アルキル基がより好ましく、直鎖１級アルキル基が更に好ましい。
【００１７】
　一般式（１）において、ｍの平均付加モル数は、（Ｂ）成分との複合体の形成のし難さ
から、１以上であり、１．２以上が好ましく、１．４以上がより好ましく、１．６以上が
更に好ましい。洗浄性の観点からｍの平均付加モル数は４以下であり、３以下が好ましく
、２．５以下がより好ましい。
【００１８】
　一般式（１）において、Ｍ＋は陽イオンであり、１価の金属イオン、２価の金属イオン
及び炭素数２以上６以下のアルカノールアンモニウムイオンから選ばれる１種以上のイオ
ンが好ましい。
　１価の金属イオンとしては、例えばカリウムイオン、ナトリウムイオンが挙げられる。
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２価の金属イオンとしては、例えばマグネシウムイオンが挙げられる。炭素数２以上６以
下のアルカノールアンモニウムイオンとしては、モノエタノールアンモニウムイオン、ジ
エタノールアンモニウムイオン、Ｎ－メチルエタノールアンモニウムイオン、Ｎ－メチル
ジエタノールアンモニウムイオン、トリエタノールアンモニウムイオンが挙げられる。
【００１９】
〔（Ｂ）成分〕
　（Ｂ）成分は、下記一般式（２）で表される第４級アンモニウム化合物である。（Ｂ）
成分を含有する本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、衣料に抗菌性を付与することができ
る。
【００２０】
【化２】

【００２１】
〔式中、Ｒ１は、炭素数１２以上１６以下の脂肪族炭化水素基であり、Ｒ２、Ｒ３及びＲ
４は、それぞれ独立にメチル基、エチル基及びヒドロキシエチル基から選ばれる基であり
、Ｘ－は陰イオンである。〕
【００２２】
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物の外観が透明になりやすく、また保存安定性に優れる
観点から、Ｒ１の脂肪族炭化水素基の炭素数は、炭素数１６以下であり、１４以下が好ま
しく、１２がより好ましい。布への（Ｂ）成分の残留性という観点から、Ｒ１は炭素数１
２以上であり、１４以上が好ましく、１６がより好ましい。
　Ｒ１の脂肪族炭化水素基は、アルキル基、アルケニル基が挙げられ、アルキル基が好ま
しくは、１級アルキル基がより好ましく、直鎖１級アルキル基が更に好ましい。
　炭素数１２の脂肪族炭化水素基としてはラウリル基が挙げられる。炭素数１４の脂肪族
炭化水素基としてはミリスチル基が挙げられる。炭素数１６の脂肪族炭化水素基としては
パルミチル基又はパルミトレイル基が挙げられる。
【００２３】
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物の高温での保存安定性が更に良好になる点で、本発明
の衣料用液体洗浄剤組成物は、（Ｂ）成分として、下記の（ｂ１）成分と（ｂ２）成分と
を含有することが好ましい。
（ｂ１）成分：一般式（２）中のＲ１が炭素数１２の脂肪族炭化水素基である第４級アン
モニウム化合物。
（ｂ２）成分：一般式（２）中のＲ１が炭素数１４の脂肪族炭化水素基である第４級アン
モニウム化合物及び一般式（２）中のＲ１が炭素数１６の脂肪族炭化水素基である第４級
アンモニウム化合物から選ばれる１種以上の化合物。
【００２４】
　衣料に対して抗菌性を付与する効果を維持しつつ、高温での保存安定性が良好になる点
で、（ｂ２）成分は、Ｒ１が炭素数１６の脂肪族炭化水素基である第４級アンモニウム化
合物が好ましい。
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物が（ｂ）成分として（ｂ１）成分と（ｂ２）成分とを
含有する場合、衣料に対して抗菌性を付与する効果を維持しつつ、高温での保存安定性が
良好になる点で、（ｂ１）成分と（ｂ２）成分の含有割合は、〔（ｂ２）成分の含有量〕
／〔（ｂ１）成分の含有量〕の質量比で、１／９９以上９０／１０以下であることが好ま
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しい。高温での保存安定性が更に良好になる点で、前記質量比は、２／９８以上がより好
ましく、３／９７以上が更に好ましく、４／９６以上がより更に好ましく、５／９５以上
がより更に好ましく、１０／９０以上がより更に好ましく、１５／８５以上がより更に好
ましく、そして８５／１５以下がより好ましく、８０／２０以下がより更に好ましい。
【００２５】
　一般式（２）において、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立にメチル基、エチル基及
びヒドロキシエチル基から選ばれる基である。Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ、メチル
基であることが好ましい。
【００２６】
　一般式（２）において、Ｘ－は陰イオンであり、原料の入手のし易さの点から、ハロゲ
ンイオン及び炭素数１以上３以下のアルキル硫酸イオンから選ばれる１種以上の陰イオン
が挙げられる。ハロゲンイオンとしては塩化物イオン及び臭化物イオンから選ばれる１種
以上の陰イオンが挙げられる。炭素数１以上３以下のアルキル硫酸イオンとしてはメチル
硫酸イオン及びエチル硫酸イオンから選ばれる１種以上の陰イオンが挙げられる。本発明
の（Ｂ）成分は１種又は２種以上の第４級アンモニウム化合物を併用して用いることが出
来る。
【００２７】
〔（Ｃ）成分〕
　（Ｃ）成分は、炭素数４以上６以下であり２価以上４価以下の多価カルボン酸又はその
塩である。本発明では、（Ｃ）成分は、水中で、優先的に（Ｂ）成分と複合体を形成する
ことで、（Ａ）成分と（Ｂ）成分の複合体形成を抑制し、（Ａ）成分由来の洗浄性と（Ｂ
）成分由来の抗菌性の発現を維持していると考えられる。
　（Ｂ）成分による衣料への抗菌効果を維持できる観点から、（Ｃ）成分は、３価の多価
カルボン酸又はその塩が好ましい。
　（Ｃ）成分は、コハク酸、リンゴ酸、酒石酸、クエン酸及びこれらの塩から選ばれる１
種以上の多価カルボン酸又はその塩が好ましい。
　（Ｃ）成分は、クエン酸又はその塩がより好ましい。
　（Ｃ）成分の多価カルボン酸の塩は、ナトリウム塩、カリウム塩等のアルカリ金属が挙
げられる。
　（Ｃ）成分は、２個以上４個以下有するカルボン酸基が酸型である化合物と塩型である
化合物とが共存していても良い。
【００２８】
〔（Ｄ）成分〕
　（Ｄ）成分は、下記一般式（３）で表される非イオン界面活性剤である。
　　　　　Ｒ５Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎＨ　　　　　（３）
〔式中、Ｒ５は炭素数１２以上１６以下の炭化水素基であり、ｎは平均付加モル数を示し
、１０以上４０以下の数である。〕
【００２９】
　本発明における（Ｄ）成分は、洗浄力を向上させるだけでなく、本発明の衣料用液体洗
浄剤組成物の高温での保存安定性を向上させる。（Ａ）成分と（Ｂ）成分が形成する複合
体は、保存中、とりわけ高温での保存中に、組成物中で析出して分離する傾向がある。し
かし、本発明では、（Ｄ）成分を用いることで（Ａ）成分および（Ｄ）成分の混合ミセル
に、（Ａ）成分と（Ｂ）成分が形成する複合体が取り込まれることにより、組成物の保存
安定性が向上しているのではないかと推察している。
【００３０】
　一般式（３）において、Ｒ５は、炭素数１２以上１６以下の炭化水素基である。
　Ｒ５の炭化水素基は、アルキル基、アルケニル基が挙げられ、アルキル基が好ましくは
、１級アルキル基がより好ましく、直鎖１級アルキル基が更に好ましい。また、Ｒ５の炭
化水素基は、直鎖の脂肪族炭化水素基又は分岐鎖の脂肪族炭化水素基が挙げられ、直鎖の
脂肪族炭化水素基が好ましい。
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　（Ｂ）成分による衣類への抗菌効果の付与を維持しつつ、保存安定性をより向上させる
点で、Ｒ５は直鎖アルキル基が好ましく、ラウリル基、及びミリスチル基から選ばれる１
種以上の基がより好ましい。
【００３１】
　（Ｄ）成分が有する全Ｒ５中の炭素数１２以上１４以下の炭化水素基の割合は、本発明
の衣料用液体洗浄剤組成物の高温での保存安定性の向上の点から、６０質量％以上が好ま
しく、７０質量％以上がより好ましく、８０質量％以上がより更に好ましく、そして、１
００質量％以下が好ましい。この割合は、１００質量％であってもよい。すなわち、（Ｄ
）成分中、Ｒ５が炭素数１２以上１４以下の炭化水素基である非イオン界面活性剤の割合
は、本発明の衣料用液体洗浄剤組成物の高温での保存安定性の向上の点から、６０質量％
以上が好ましく、７０質量％以上がより好ましく、８０質量％以上がより更に好ましく、
そして、１００質量％以下が好ましい。この割合は、１００質量％であってもよい。
【００３２】
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、（Ｄ）成分として、Ｒ５が炭素数１２の炭化水素
基である非イオン界面活性剤、及びＲ５が炭素数１４の炭化水素基である非イオン界面活
性剤から選ばれる１種以上の非イオン界面活性剤を含有することが好ましい。
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、（Ｄ）成分として、Ｒ５が炭素数１２の炭化水素
基である非イオン界面活性剤、及びＲ５が炭素数１４の炭化水素基である非イオン界面活
性剤を含有することが好ましい。この場合、（Ｒ５が炭素数１２の炭化水素基である非イ
オン界面活性剤の含有量）／（Ｒ５が炭素数１４の炭化水素基である非イオン界面活性剤
の含有量）の質量比は、４０／６０以上が好ましく、５０／５０以上がより好ましく、５
５／４５以上がより更に好ましく、そして、１００以下、すなわち１００／１以下が好ま
しく、９８／２以下がより好ましい。
【００３３】
　一般式（３）において、ｎはエチレンオキシドの平均付加モル数を示し、１０以上４０
以下の数である。保存安定性を更に向上させる観点から、ｎは、１２以上が好ましく、１
３以上がより好ましく、１５以上が更に好ましく、１６以上がより更に好ましく、１８以
上がより更に好ましく、２０以上がより更に好ましく、そして、３５以下が好ましい。
【００３４】
〔水〕
　水はイオン交換水、次亜塩素酸塩を０．１ｍｇ／ｋｇ以上５ｍｇ／ｋｇ以下含有するイ
オン交換水、水道水などが挙げられる。
【００３５】
〔組成、任意成分等〕
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、前記の（Ａ）成分、（Ｂ）成分、（Ｃ）成分、（
Ｄ）成分及び水を含有する。
【００３６】
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、衣料に付着した汚れや菌の洗浄性の向上の観点と
保存安定性の向上の観点から、（Ａ）成分を１０質量％以上１６質量％以下含有する。（
Ａ）成分の含有量は、前記同様の観点で、組成物中、１１質量％以上が好ましい。そして
、（Ａ）成分の含有量は、（Ｂ）成分による衣料の抗菌効果を維持できる観点から、組成
物中、１５質量％以下が好ましく、１４質量％以下がより好ましい。
　本発明において（Ａ）成分の含有量は、Ｍ＋の陽イオンをＮａ＋に換算した質量で算出
するものとする。すなわち、（Ａ）成分の含有量は、ナトリウム塩に換算した質量で算出
するものとする。
【００３７】
　本発明の衣料用洗浄剤組成物は、（Ｂ）成分を１質量％以上３質量％以下含有する。（
Ｂ）成分の含有量は、衣料への抗菌性の付与能をより高める点から、組成物中、１．５質
量％以上が好ましく、２質量％以上がより好ましい。そして、（Ｂ）成分の含有量は、衣
料用液体洗浄剤組成物の保存安定性を向上させる点から、組成物中、２．９質量％以下が
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好ましく、２．８質量％以下がより好ましく、２．７質量％以下が更に好ましく、２．６
質量％以下がより更に好ましい。
【００３８】
　本発明の衣料用洗浄剤組成物は、（Ｃ）成分を２質量％以上８質量％以下含有する。（
Ｃ）成分の含有量は、水中での（Ａ）成分と（Ｂ）成分の複合体形成を抑制し、衣料の抗
菌性をより向上できる点で、組成物中、２．５質量％以上が好ましく、３質量％以上がよ
り好ましく、３．５質量％以上が更に好ましく、４質量％以上がより更に好ましく、４．
５質量％以上がより更に好ましく、そして７質量％以下が好ましく、６．５質量％以下が
より好ましく、６質量％以下が更に好ましく、５．５質量％以下がより更に好ましい。
【００３９】
　本発明の衣料用洗浄剤組成物は、（Ｄ）成分の含有量と、（Ａ）成分の含有量及び（Ｂ
）成分の含有量の合計量との質量比である、〔（Ｄ）成分の含有量〕／〔（Ａ）成分の含
有量＋（Ｂ）成分の含有量〕が、０．１以上０．４以下である。
　（Ａ）成分と（Ｂ）成分が衣料用液体洗浄剤組成物中で形成する複合体を（Ｄ）成分が
形成するミセル内に取り込むことで、保存安定性をより向上できる点で、〔（Ｄ）成分の
含有量〕／〔（Ａ）成分の含有量＋（Ｂ）成分の含有量〕の質量比は、０．１１以上が好
ましく、０．１２以上がより好ましく、そして０．３５以下が好ましく、０．３以下がよ
り好ましく、０．２５以下が更に好ましく、０．２以下がより更に好ましい。
【００４０】
　衣料用液体洗浄剤組成物は、衣料により高い抗菌性を付与し、且つ保存安定性をより向
上させる観点から、（Ｂ）成分の含有量と（Ａ）成分の含有量の質量比である、〔（Ｂ）
成分の含有量〕／〔（Ａ）成分の含有量〕は、０．０５以上０．３以下が好ましい。
　衣料により高い抗菌性を付与できる観点から、〔（Ｂ）成分の含有量〕／〔（Ａ）成分
の含有量〕の質量比は、０．０６以上が好ましく、０．０７以上が更に好ましく、０．０
８以上がより更に好ましく、０．０９以上がより更に好ましく、１．０以上がより更に好
ましい。そして、保存安定性をより向上できる観点から、〔（Ｂ）成分の含有量〕／〔（
Ａ）成分の含有量〕の質量比は、０．２５以下が好ましく、０．２３以下がより好ましく
、０．２以下が更に好ましく、０．１９以下がより更に好ましく、０．１８以下がより更
に好ましい。
【００４１】
　水の含有量は、（Ａ）～（Ｄ）成分及び任意成分の含有量との合計が１００質量％とな
る量である。取り扱いの容易性の点で、水の含有量は、組成物中、６０質量％以上が好ま
しく、６５質量％以上がより好ましく、７０質量％以上がより更に好ましい。
【００４２】
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、２０℃におけるｐＨが２以上７以下であることが
、（Ｂ）成分を含有する衣料用液体洗浄剤組成物から発生する臭い抑制の観点から好まし
い。
　（Ｃ）成分を利用したｐＨ調整の容易さの観点から、該ｐＨは６．８以下が好ましく、
６．５以下がより好ましく、６以下が更に好ましく、そして３以上が好ましく、３．５以
上がより好ましく、４以上が更に好ましい。
　該ｐＨは、具体的には、以下の方法で測定されたものである。以下の方法のｐＨ電極は
ガラス電極である。
＜ｐＨの測定方法＞
　堀場製作所製ｐＨメーター　Ｄ－５２のｐＨ電極（型式　６３６７）をあらかじめフタ
ル酸緩衝液（ｐＨ４．０１）、リン酸標準液（ｐＨ６．８４）、ホウ酸塩標準液（ｐＨ９
．１８）で校正し、イオン交換水で十分すすいでおく。温度を２０℃に調整した衣料用液
体洗浄剤組成物に、上記の通り校正、洗浄したｐＨ電極を入れ、ｐＨメーターのＡＵＴＯ
　ＨＯＬＤモードを用いて、測定値が一定になるまで測定する。
【００４３】
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、外観に優れる。本発明の衣料用液体洗浄剤組成物
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は、透明な外観を有することができる。ここで、透明とは、目視観察で曇りが認められな
い状態であってよい。更に、透明とは、紫外可視分光光度計において、光路長が１ｃｍの
ガラス製セルに本発明の衣料用液体洗浄剤組成物を入れ、対照側セルにはイオン交換水を
用いた時の、６６０ｎｍの波長における透過率が９０％以上であるとすることができる。
透過率の数字が高い方がより透明であり、より好ましい外観である。本発明の（Ａ）～（
Ｄ）成分及び水を、本発明の所定の含有量となるように混合すれば、外観が透明な組成物
を得ることができる。
【００４４】
　本発明の液体洗浄剤組成物には、（Ｅ）成分として、ｐＨ調整剤を含有することができ
る。（Ｅ）成分としては、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、及び炭素数２以上６以下
のアルカノールアミンから選ばれる１種以上のｐＨ調整剤が挙げられる。炭素数２以上６
以下のアルカノールアミンとしては、モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、メチ
ルジエタノールアミン、ジメチルエタノールアミン、トリエタノールアミンが挙げられる
。ｐＨ調整剤の含有量は前記のｐＨになるような量を使用することができる。
【００４５】
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、組成物から好ましい香りを香らせるために、（Ｆ
）成分として香料を含有することができる。（Ｆ）成分は、衣料用液体洗浄剤組成物に配
合することが知られている香料組成物が挙げられる。例えば、「香料と調香の基礎知識」
、中島基貴編著、１９９５年、産業図書株式会社発行、第４刷に記載に香料を含有する組
成物を使用することができる。
　（Ｆ）成分の含有量は、組成物中、０．１質量％以上が好ましく、０．２質量％以上が
より好ましく、０．４質量％以上が更に好ましく、そして１質量％以下が好ましく、０．
８質量％以下がより好ましい。
【００４６】
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、（Ｇ）成分として、防腐剤、例えば１，２－ベン
ゾイソチアゾリン－３－オン、ポリヘキサメチレンビグアニド塩酸塩等を含有することが
出来る。（Ｇ）成分の含有量は、組成物中、０．００１質量％以上が好ましく、０．０５
質量％以上がより好ましく、そして０．５質量％以下が好ましく、０．３質量％以下がよ
り好ましい。
【００４７】
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、一般的に液体組成物の外観を透明にしやすくする
為に用いられる、水酸基を一つ以上有する有機溶媒の含有量が少なくても、外観が透明で
ある等、優れた外観を呈することが出来る。具体的には、本発明の衣料用液体洗浄剤組成
物は、水酸基を一つ以上有する有機溶媒の含有量が０質量％以上１０質量％未満であって
も優れた外観を呈することが出来る。
　前記有機溶媒としては、炭素数２以上６以下の１価以上６価以下のアルコールが挙げら
れる。炭素数２以上６以下の１価のアルコールとしては、例えばエタノールが挙げられる
。炭素数２以上６以下の２価のアルコールとして、例えばエチレングリコール、プロピレ
ングリコールが挙げられる。炭素数２以上６以下の３価のアルコールとしては、例えばグ
リセリンが挙げられる。
　前記有機溶媒の含有量は、組成物中、９質量％以下が好ましく、８質量％以下がより好
ましく、７質量％以下が更に好ましく、そして、０質量％であってもよい。
【００４８】
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、衣料に抗菌性を付与することができる。
本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、におい物質を産生する原因菌に対する、より効果的
な抗菌性を、衣料に付与することが出来る、例えば特開２０１３－１８９７１号公報に記
載のモラクセラ属の細菌、大腸菌、又はアシネトバクター菌に対して、より効果的な抗菌
性を付与することができる。モラクセラ・オスロエンシス及びモラクセラ・エスピーから
選ばれる１種以上の細菌が、本発明の対象として、より好ましい。これらの細菌は、使用
した衣料上に多く存在し、洗浄後又は脱水後から乾くまでの間に衣料を臭わせるにおい物
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質を産生する原因菌として知られている。本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、これらの
細菌に対して優れた抗菌性を発現する。
【００４９】
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、衣料に抗菌性を付与する用途に用いることができ
る。
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、におい物質を産生する原因菌に対する抗菌性を、
衣料に付与する用途に用いることができる。におい物質を産生する原因菌として、モラク
セラ属の細菌、大腸菌、又はアシネトバクター菌が挙げられる。
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、衣料に防臭効果を付与する用途に用いることがで
きる。
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、衣料に洗浄後又は脱水後から乾くまでの間に衣料
が臭いにくくする防臭効果を付与する用途に用いることができる。
【００５０】
　本発明の態様の例として、本発明の衣料用液体洗浄剤組成物の、衣料に抗菌性を付与す
るための使用が挙げられる。
　本発明の態様の他の例として、本発明の衣料用液体洗浄剤組成物の、におい物質を産生
する原因菌に対する抗菌性を衣料に付与するための使用が挙げられる。
　本発明の態様の他の例として、本発明の衣料用液体洗浄剤組成物の、衣料に防臭効果を
付与するための使用が挙げられる。
　本発明の態様の他の例として、本発明の衣料用液体洗浄剤組成物の、衣料に洗浄後又は
脱水後から乾くまでの間に衣料が臭いにくくする防臭効果を付与するための使用が挙げら
れる。
【００５１】
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、衣類、タオル、寝具、寝具用の繊維製品（シーツ
、枕カバーなど）などの衣料の洗浄に用いられる。これら以外の洗濯が可能な繊維製品も
対象とすることができる。
【００５２】
　本発明のより具体的な態様を以下に示す。以下の態様には、本発明の衣料用液体洗浄剤
組成物で述べた事項を適宜適用することができる。
＜１＞
　下記（Ａ）成分を１０質量％以上１６質量％以下、（Ｂ）成分を１質量％以上３質量％
以下、（Ｃ）成分を２質量％以上８質量％以下、（Ｄ）成分及び水を含有し、
　〔（Ｄ）成分の含有量〕／〔（Ａ）成分の含有量＋（Ｂ）成分の含有量〕の質量比が０
．１以上０．４以下である、
衣料用液体洗浄剤組成物。
（Ａ）成分：下記一般式（１）で表される陰イオン界面活性剤
　　　　　ＲＯ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｍＳＯ３

－・Ｍ＋　　　　　（１）
〔式中、Ｒは炭素数１０以上１６以下の炭化水素基であり、ｍは平均付加モル数を示し、
１以上４以下の数であり、Ｍ＋は陽イオンである。〕
（Ｂ）成分：下記一般式（２）で表される第４級アンモニウム化合物
【００５３】
【化３】
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【００５４】
〔式中、Ｒ１は、炭素数１２以上１６以下の脂肪族炭化水素基であり、Ｒ２、Ｒ３及びＲ
４は、それぞれ独立に、メチル基、エチル基及びヒドロキシエチル基から選ばれる基であ
り、Ｘ－は陰イオンである。〕
（Ｃ）成分：炭素数４以上６以下であり２価以上４価以下の多価カルボン酸又はその塩
（Ｄ）成分：下記一般式（３）で表される非イオン界面活性剤
　　　　　Ｒ５Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎＨ　　　　　（３）
〔式中、Ｒ５は炭素数１２以上１６以下の炭化水素基であり、ｎは平均付加モル数を示し
、１０以上４０以下の数である。〕
【００５５】
＜２＞
　（Ａ）成分が有する全Ｒ中の炭素数１２以上１４以下の炭化水素基の割合が、６０質量
％以上、更に７０質量％以上、そして、１００質量％以下、更に９５質量％以下、更に９
０質量％以下である、あるいは、１００質量％である、＜１＞に記載の衣料用液体洗浄剤
組成物。
【００５６】
＜３＞
　（Ａ）成分中、Ｒが炭素数１２以上１４以下の炭化水素基である陰イオン界面活性剤の
割合が、６０質量％以上、更に７０質量％以上、そして、１００質量％以下、更に９５質
量％以下、更に９０質量％以下である、あるいは、１００質量％である、＜１＞に記載の
衣料用液体洗浄剤組成物。
【００５７】
＜４＞
　（Ａ）成分の含有量と（Ｂ）成分の含有量との質量比である〔（Ｂ）成分の含有量〕／
〔（Ａ）成分の含有量〕が０．０５以上、更に０．０６以上、更に０．０７以上、更に０
．０８以上、更に０．０９以上、更に１．０以上、そして、０．３以下、更に０．２５以
下、更に０．２３以下、更に０．２以下、更に０．１９以下、更に０．１８以下である、
＜１＞～＜３＞の何れかに記載の衣料用液体洗浄剤組成物。
【００５８】
＜５＞
　（Ｂ）成分として、下記の（ｂ１）成分と（ｂ２）成分とを含有する、＜１＞～＜４＞
の何れかに記載の衣料用液体洗浄剤組成物。
（ｂ１）成分：一般式（２）中のＲ１が炭素数１２の脂肪族炭化水素基である第４級アン
モニウム化合物。
（ｂ２）成分：一般式（２）中のＲ１が炭素数１４の脂肪族炭化水素基である第４級アン
モニウム化合物及び一般式（２）中のＲ１が炭素数１６の脂肪族炭化水素基である第４級
アンモニウム化合物から選ばれる１種以上の化合物。
【００５９】
＜６＞
　衣料用液体洗浄剤組成物中の（ｂ２）成分と（ｂ１）成分の含有割合が、〔（ｂ２）成
分の含有量〕／〔（ｂ１）成分の含有量〕の質量比で、１／９９以上、更に２／９８以上
、更に３／９７以上、更に４／９６以上、更に５／９５以上、更に１０／９０以上、そし
て、９０／１０以下、更に８５／１５以下、更に８０／２０以下である、＜５＞に記載の
衣料用液体洗浄剤組成物。
【００６０】
＜７＞
　（ｂ２）成分が、Ｒ１が炭素数１６の脂肪族炭化水素基である第４級アンモニウム化合
物である、＜５＞又は＜６＞に記載の衣料用液体洗浄剤組成物。
【００６１】
＜８＞
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　炭素数１２の脂肪族炭化水素基がラウリル基であり、炭素数１４の脂肪族炭化水素基が
ミリスチル基であり、炭素数１６の脂肪族炭化水素基がパルミチル基又はパルミトレイル
基である、＜５＞～＜７＞の何れかに記載の衣料用液体洗浄剤組成物。
【００６２】
＜９＞
　一般式（２）中のＲ２、Ｒ３及びＲ４が、それぞれ、メチル基である、＜１＞～＜８＞
の何れかに記載の衣料用液体洗浄剤組成物。
【００６３】
＜１０＞
　（Ｃ）成分が、コハク酸、リンゴ酸、酒石酸、クエン酸及びこれらの塩から選ばれる１
種以上の多価カルボン酸又はその塩である、＜１＞～＜９＞の何れかに記載の衣料用液体
洗浄剤組成物。
【００６４】
＜１１＞
　（Ｃ）成分が、クエン酸及びその塩から選ばれる１種以上の多価カルボン酸又はその塩
である、＜１０＞に記載の衣料用液体洗浄剤組成物。
【００６５】
＜１２＞
　（Ｄ）成分が有する全Ｒ５中の炭素数１２以上１４以下の炭化水素基の割合が、６０質
量％以上、更に７０質量％以上、更に８０質量％以上、そして、１００質量％以下である
、あるいは、１００質量％である、＜１＞～＜１１＞の何れかに記載の衣料用液体洗浄剤
組成物。
【００６６】
＜１３＞
　（Ｄ）成分中、Ｒ５が炭素数１２以上１４以下の炭化水素基である非イオン界面活性剤
の割合が、６０質量％以上、更に７０質量％以上、更に８０質量％以上、そして、１００
質量％以下である、あるいは、１００質量％である、＜１＞～＜１１＞の何れかに記載の
衣料用液体洗浄剤組成物。
【００６７】
＜１４＞
　一般式（３）中、Ｒ５の炭化水素基が、直鎖の脂肪族炭化水素基又は分岐鎖の脂肪族炭
化水素基、更に直鎖の脂肪族炭化水素基である、＜１＞～＜１３＞の何れかに記載の衣料
用液体洗浄剤組成物。
【００６８】
＜１５＞
　一般式（３）中、Ｒ５の炭化水素基が、アルキル基又はアルケニル基である、＜１＞～
＜１４＞に記載の、衣料用液体洗浄剤組成物。
【００６９】
＜１６＞
　アルキル基が、１級アルキル基、更に直鎖１級アルキル基である、＜１５＞に記載の衣
料用液体洗浄剤組成物。
【００７０】
＜１７＞
　一般式（３）中、ｎが１２以上、更に１３以上、更に１５以上、更に１６以上、更に１
８以上、更に２０以上、そして、３５以下である、＜１＞～＜１６＞の何れかに記載の衣
料用液体洗浄剤組成物。
【００７１】
＜１８＞
　（Ａ）成分の含有量が、組成物中、１１質量％以上、そして、１５質量％以下、更に１
４質量％以下である、＜１＞～＜１７＞の何れかに記載の衣料用液体洗浄剤組成物。
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【００７２】
＜１９＞
　（Ｂ）成分の含有量が、組成物中、１．５質量％以上、更に２質量％以上、そして、２
．９質量％以下、更に２．８質量％以下、更に２．７質量％以下、更に２．６質量％以下
である、＜１＞～＜１８＞の何れかに記載の衣料用液体洗浄剤組成物。
【００７３】
＜２０＞
　（Ｃ）成分の含有量が、組成物中、２．５質量％以上、更に３質量％以上、更に３．５
質量％以上、更に４質量％以上、更に４．５質量％以上、そして、７質量％以下、更に６
．５質量％以下、更に６質量％以下、更に５．５質量％以下である、＜１＞～＜１８＞の
何れかに記載の衣料用液体洗浄剤組成物。
【００７４】
＜２１＞
　（Ｄ）成分の含有量と、（Ａ）成分の含有量及び（Ｂ）成分の含有量の合計量との質量
比である、〔（Ｄ）成分の含有量〕／〔（Ａ）成分の含有量＋（Ｂ）成分の含有量〕が、
０．１１以上、更に０．１２以上、そして、０．３５以下、更に０．３以下、更に０．２
５以下、更に０．２以下である、＜１＞～＜２０＞の何れかに記載の衣料用液体洗浄剤組
成物。
【００７５】
＜２２＞
　２０℃におけるｐＨが２以上、更に３以上、更に３．５以上、更に４以上、そして、７
以下、更に６．８以下、更に６．５以下、更に６以下である、＜１＞～＜２１＞のいずれ
か１項に記載の衣料用液体洗浄剤組成物。
【００７６】
＜２３＞
　水酸基を一つ以上有する有機溶媒の含有量が０質量％以上１０質量％未満、更に９質量
％以下、更に８質量％以下、更に７質量％以下である、あるいは０質量％である、＜１＞
～＜２２＞のいずれか１項に記載の衣料用液体洗浄剤組成物。
【００７７】
＜２４＞
　水酸基を一つ以上有する有機溶媒が、炭素数２以上６以下の１価以上６価以下のアルコ
ールである、＜２３＞の何れかに記載の衣料用液体洗浄剤組成物。
【００７８】
＜２５＞
　＜１＞～＜２４＞の何れかに記載の衣料用液体洗浄剤組成物の、におい物質を産生する
原因菌に対する抗菌性を衣料に付与するための使用。
【００７９】
＜２６＞
　＜１＞～＜２４＞の何れかに記載の衣料用液体洗浄剤組成物の、衣料に防臭効果を付与
するための使用。
【００８０】
＜２７＞
　＜１＞～＜２４＞の何れかに記載の組成物を、衣料用液体洗浄剤として使用する用途。
【００８１】
＜２８＞
　＜１＞～＜２４＞の何れかに記載の組成物を、衣料の洗浄に使用する用途。
【００８２】
＜２９＞
　＜１＞～＜２４＞の何れかに記載の衣料用液体洗浄剤組成物を、におい物質を産生する
原因菌に対する抗菌性を衣料に付与するために使用する用途。
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【００８３】
＜３０＞
　＜１＞～＜２４＞の何れかに記載の衣料用液体洗浄剤組成物を、衣料に防臭効果を付与
するために使用する用途。
【実施例】
【００８４】
＜配合成分＞
　以下に、実施例、比較例で用いた成分を示す。
〔（Ａ）成分〕
（ａ－１）：一般式（１）において、Ｒがラウリル基とミリスチル基が質量比で、ラウリ
ル基／ミリスチル基＝７／３（質量比）の混合アルキル基であり、ｍが２．０であり、Ｍ
＋がＮａ＋である陰イオン界面活性剤
（ａ－２）：一般式（１）において、Ｒがラウリル基とミリスチル基が質量比で、ラウリ
ル基／ミリスチル基＝７／３（質量比）の混合アルキル基であり、ｍが１．５であり、Ｍ
＋がＮａ＋である陰イオン界面活性剤
【００８５】
〔（Ｂ）成分〕
（ｂ１－１）：Ｎ－ラウリル－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニウムクロリド〔一般式（
２）中のＲ１がラウリル基、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４が、それぞれ、メチル基、Ｘ－がＣｌ－

である第４級アンモニウム化合物〕
（ｂ２－１）：Ｎ－パルミチル－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニウムクロリド〔一般式
（２）中のＲ１がパルミチル基、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４が、それぞれ、メチル基、Ｘ－がＣ
ｌ－である第４級アンモニウム化合物〕
【００８６】
〔（Ｂ’）成分：（Ｂ）成分の比較化合物〕
（ｂ’－１）：Ｎ，Ｎ－ジデシル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド〔便宜的に一
般式（２）の構造で表すと、一般式（２）中のＲ１及びＲ２が、それぞれ、デシル基、Ｒ
３及びＲ４が、それぞれ、メチル基、Ｘ－がＣｌ－である第４級アンモニウム化合物〕
（ｂ’－２）：Ｎ－ステアリル－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニウムクロリド〔便宜的
に一般式（２）の構造で表すと、一般式（２）中のＲ１がオクチル基、Ｒ２、Ｒ３及びＲ
４が、それぞれ、メチル基、Ｘ－がＣｌ－である第４級アンモニウム化合物〕
【００８７】
〔（Ｃ）成分〕
（ｃ－１）：クエン酸
【００８８】
〔（Ｄ）成分〕
（ｄ－１）：一般式（３）において、Ｒ５は、ラウリル基とミリスチル基が質量比でラウ
リル基／ミリスチル基＝９／１の混合アルキル基、ｎは２１である非イオン界面活性剤
（ｄ－２）：一般式（３）において、Ｒ５は、ラウリル基とミリスチル基が質量比でラウ
リル基／ミリスチル基＝９／１の混合アルキル基、ｎは１８である非イオン界面活性剤
（ｄ－３）：一般式（３）において、Ｒ５は、ラウリル基とミリスチル基が質量比でラウ
リル基／ミリスチル基＝９／１の混合アルキル基、ｎは１５である非イオン界面活性剤
（ｄ－４）：一般式（３）において、Ｒ５は、ラウリル基とミリスチル基が質量比でラウ
リル基／ミリスチル基＝９／１の混合アルキル基、ｎは１２である非イオン界面活性剤
（ｄ－５）：一般式（３）において、Ｒ５は、ラウリル基とミリスチル基が質量比でラウ
リル基／ミリスチル基＝９／１の混合アルキル基、ｎは１０である非イオン界面活性剤
【００８９】
〔（Ｄ’）成分：（Ｄ）成分の比較化合物〕
（ｄ’－１）：便宜的に一般式（３）の構造で表すと、一般式（３）において、Ｒ５は、
ラウリル基とミリスチル基が質量比でラウリル基／ミリスチル基＝９／１の混合アルキル
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基、ｎは８である非イオン界面活性剤
（ｄ’－２）：便宜的に一般式（３）の構造で表すと、一般式（３）において、Ｒ５は、
ラウリル基とミリスチル基が質量比でラウリル基／ミリスチル基＝９／１の混合アルキル
基、ｎは６である非イオン界面活性剤
（ｄ’－３）：便宜的に一般式（３）の構造で表すと、一般式（３）において、Ｒ５はス
テアリル基、ｎは２０である非イオン界面活性剤
【００９０】
〔水〕
　次亜塩素酸ナトリウムを１ｍｇ／ｋｇ含有するイオン交換水
【００９１】
〔（Ｅ）成分〕
（ｅ－１）：水酸化ナトリウム（２２質量％水酸化ナトリウム水溶液として使用した。）
【００９２】
〔（Ｆ）成分〕
（ｆ－１）：下記の香料成分を含有する香料組成物。（　）内の数字は質量部。
フェニルエチルアルコール（１０）、カンファー（２０）、シトロネラール（１０）、ｌ
－メントール（２０）、アルデヒドＣ－９（１０）、ネロール（１０）、ジフェニルオキ
サイド（２０）
【００９３】
〔（Ｇ）成分〕
（ｇ－１）：防腐剤、ポリヘキサメチレンビグアニド塩酸塩
【００９４】
＜衣料用液体洗浄剤組成物の調製方法＞
　以下に、実施例、比較例で用いた衣料用液体洗浄剤組成物の調製方法を示す。
　表１～４の実施例又は比較例の各組成において、出来上がり質量が１００ｇになるのに
必要な３０℃のイオン交換水に対して、各成分を添加し衣料用液体洗浄剤組成物を調製し
た。実施例の衣料用液体洗浄剤組成物は、いずれも、調製直後は透明な外観を有していた
。
【００９５】
＜ｐＨの測定方法＞
　以下に、実施例、比較例の衣料用液体洗浄剤組成物のｐＨの測定方法を示す。
　堀場製作所製ｐＨメーター　Ｄ－５２のｐＨ電極（型式　６３６７）をあらかじめフタ
ル酸緩衝液（ｐＨ４．０１）、リン酸標準液（ｐＨ６．８４）、ホウ酸塩標準液（ｐＨ９
．１８）で校正し、イオン交換水で十分すすいだ。温度を２０℃に調整した衣料用液体洗
浄剤組成物に、上記の通り校正、洗浄したｐＨ電極を入れ、ｐＨメーターのＡＵＴＯ　Ｈ
ＯＬＤモードを用いて、測定値が一定になるまで測定した。
【００９６】
＜実施例１～７、比較例１～４＞
　表１に記載の衣料用液体洗浄剤組成物を用い、以下の方法で、衣料に対する抗菌性の付
与効果を評価した。また、以下の方法で、保存安定性を評価した。結果を表１に示す。
【００９７】
〔衣料の抗菌性の評価方法〕
（１）試験布の作製
　６ｃｍ×６ｃｍの木綿平織布（谷頭商店より購入した綿布２００３布）を、表１に記載
の各液体洗浄剤組成物にて洗浄し、抗菌試験に供する試験布を作製した。水は、１００℃
で１２０分間煮沸滅菌したイオン交換水に硬度成分を５ＤＨ°（Ｃａ／Ｍｇ＝７／３、質
量比）になるように加え、アルカリ度が８０ｍｇ／Ｌになるように炭酸水素ナトリウムを
加え、塩酸でｐＨを７に調整した水を用いた。水と各液体洗浄剤組成物とを混合し、液体
洗浄剤組成物の濃度が１ｇ／Ｌである洗浄液を調製した。１リットルのステンレスビーカ
ーに、洗浄液を０．６リットル入れ、前記の６ｃｍ×６ｃｍの木綿平織布を３０枚入れた
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ル）／木綿平織布の質量（ｇ）は５０であった。ターゴトメーターで、１００回転、１０
分間の洗浄操作を行った。次にステンレスビーカー内の洗浄液を捨て、木綿平織布を手で
絞り木綿平織布の洗浄前の乾燥質量に対し、２５０質量％程度にした。水を用いて同様の
条件で３分間のすすぎを２回行い、２槽式洗濯機の脱水槽で３０秒間脱水し、自然乾燥さ
せた。
【００９８】
（２）抗菌効果
　モラクセラ・オスロエンシスに対する抗菌効果を評価した。菌は、衣料から単離したMo
raxellaosloensis 41を使用した。
　試験布０．４ｇに菌液（初発菌数１．０×１０５ＣＦＵ／ｍＬ）を０．２ｍＬ植菌し、
３７℃にて１８時間静置培養を行った。２０ｍＬのＬＰ希釈液（日本製薬（株）製）を加
えて超音波を１０分間照射し、菌の抽出を行った。抽出液の段階希釈を行い、ＳＣＤ－Ｌ
Ｐ寒天培地（日本製薬（株）製）にて混釈後、３７℃にて静置培養（１日）を行い、得ら
れたコロニー数を計測し、表１の比較例１の生菌数の常用対数値から、各実施例又は比較
例の生菌数の常用対数値を引いたもの（対数値）を静菌活性値とした。この評価では、静
菌活性値が、２．２以上が合格であり、静菌活性値は高いほど抗菌効果が高いことを意味
する。
【００９９】
〔保存安定性の評価方法〕
　表に記載の衣料用液体洗浄剤組成物を、Ｎｏ．６の規格瓶に２５ｇ入れ、５０℃の恒温
槽内に静置した。７日後の衣料用液体洗浄剤組成物の外観を、それぞれ目視で観察し、以
下の基準で評価した。下記基準の１と２は、製品形態などを考慮した場合に合格レベルで
あり、１が好ましい。また、下記基準の２の場合も、僅かな曇りが見られるまでの日数が
より長い方が、保存安定性の点で好ましい。３は不合格のレベルである。また、下記基準
の１又は２の組成物は、紫外可視分光光度計において、光路長が１ｃｍのガラス製セルに
当該衣料用液体洗浄剤組成物を入れ、対照側セルにはイオン交換水を用いた時の、６６０
ｎｍの波長における透過率が９０％以上となっている。
　　１：透明状態を維持し、分離が認められない。
　　２：僅かに曇っているが、透明状態と認められ、分離が認められない。
　　３：分離が認められる。
【０１００】
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【表１】

【０１０１】
　表中、（Ｄ）／［（Ａ）＋（Ｂ）］は、〔（Ｄ）成分の含有量〕／〔（Ａ）成分の含有
量＋（Ｂ）成分の含有量〕の質量比である（以下同様）。
　また、表中、（Ｂ）／（Ａ）は、〔（Ｂ）成分の含有量〕／〔（Ａ）成分の含有量〕の
質量比である（以下同様）。
【０１０２】
＜実施例８～１９、比較例５～１２＞
　表２に記載の衣料用液体洗浄剤組成物を用い、以下の方法で、保存安定性を評価した。
結果を表２に示す。
〔保存安定性の評価方法〕
　表に記載の衣料用液体洗浄剤組成物を、Ｎｏ．６の規格瓶に２５ｇ入れ、５０℃の恒温
槽内に静置した。７日後、１４日後及び２１日後の衣料用液体洗浄剤組成物の外観を、そ
れぞれ目視で観察し、以下の基準で評価した。下記基準の１と２は、製品形態などを考慮
した場合に合格レベルであり、１が好ましい。また、下記基準の２の場合も、僅かな曇り
が見られるまでの日数がより長い方が、保存安定性の点で好ましい。３は不合格のレベル
である。また、下記基準の１又は２の組成物は、紫外可視分光光度計において、光路長が
１ｃｍのガラス製セルに当該衣料用液体洗浄剤組成物を入れ、対照側セルにはイオン交換
水を用いた時の、６６０ｎｍの波長における透過率が９０％以上となっている。
　　１：透明状態を維持し、分離が認められない。
　　２：僅かに曇っているが、透明状態と認められ、分離が認められない。
　　３：分離が認められる。
【０１０３】
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【表２】

【０１０４】
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＜実施例２０～２７＞
　表３に記載の衣料用液体洗浄剤組成物を用い、以下の方法で、臭いの評価を行った。結
果を表３に示す。
【０１０５】
〔衣料用液体洗浄剤組成物の臭いの評価方法〕
　表３に記載の衣料用液体洗浄剤組成物を、Ｎｏ．６の規格瓶に２０ｇ入れてふたを閉め
、ウォーターバスに入れて内容物の温度を３０℃に調整した。３０℃で３時間維持した後
の衣料用液体洗浄剤組成物について、評価パネラー１０名が、それぞれ臭いを評価し、以
下の基準により点数を付けた。１０人の点数の平均点により、臭いを評価した。平均点が
高い方が好ましく、平均点が１．０を超える値を合格とした。
評価基準
　　０：実施例２７（基準）と同等のアミン臭を感じる。
　　１：実施例２７よりアミン臭が弱いが、僅かにアミン臭を感じる。
　　２：アミン臭を殆ど感じない。
【０１０６】
【表３】

【０１０７】
＜実施例２８、２９＞
　表４に記載の衣料用液体洗浄剤組成物を用い、以下の方法で、洗浄力を評価した。結果
を表４に示す。
【０１０８】
〔洗浄力評価〕
＜人工汚染布の作製＞
　使用した人工汚染布は、６ｃｍ×６ｃｍの木綿／ポリエステルブロード混紡布（木綿／
ポリエステル比＝３５／６５　谷頭商店より購入）に、下記組成から成るモデル皮脂汚れ
を１枚当り１００ｍｇになるようグラビア塗工して調製した。
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・モデル皮脂汚れ
　以下の組成を有するモデル皮脂汚れを使用した。
ラウリン酸０．４４質量％、ミリスチン酸３．１５質量％、ペンタデカン酸２．３５質量
％、パルチミチン酸６．３１質量％、ヘプタデカン酸０．４４質量％、ステアリン酸１．
６質量％、オレイン酸７．９１質量％、トリオレイン１３．３３質量％、パルミチン酸ｎ
－ヘキサデシル２．２２質量％、スクアレン６．６６質量％、及び残部の水（合計１００
質量％）
【０１１０】
＜洗浄条件＞
　モデル水道水として、イオン交換水に硬度成分を５ＤＨ°（Ｃａ／Ｍｇ＝７／３、質量
比）になるように加えた水を使用した。このモデル水道水０．６リットルに、表４の衣料
用液体洗浄剤組成物を０．６ｇ加え、人工汚染布を４枚入れた。ターゴトメーターで、１
００回転、１０分間の条件で洗浄した。
　洗浄力は、汚染前の原布、及び洗浄前後の５５０ｎｍにおける反射率を測色色差計（日
本電色株式会社製Ｚ－３００Ａ）にて測定し、次式によって洗浄率（％）を求めた。汚染
布４枚についてそれぞれ測定し平均値を求めた。洗浄率は３０％以上が合格ラインであり
、数値が高い方がより好ましい。
【０１１１】
　洗浄率（％）＝１００×［（洗浄後の反射率－洗浄前の反射率）／（原布の反射率－洗
浄前の反射率）］
【０１１２】
【表４】

【０１１３】
　実施例２８は実施例１に、実施例２９は実施例２に対応する。いずれの衣料用液体洗浄
剤組成物も、良好な洗浄力を有することがわかる。
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